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本論文では, 有限体 Fp及び複素数体CにおけるGauss和の値について考察を行うこと

を目的とした. Gauss和とは 1の原始 q乗根と Legendre記号を用いて定義される和のこ

とである. FpおよびCにおけるGauss和は次のように定義される.

定義 3. p, qを相異なる奇素数, ζを Fpにおける 1の原始 q乗根の 1つとする. このとき,

Gq =

q−1∑
a=1

(
a

q

)
ζa

をGauss和という.

定義 5. qを奇素数, ζをCにおける 1の原始 q乗根の 1つとする. このとき,

Gq =

q−1∑
a=1

(
a

q

)
ζa

をGauss和という.

そして, 本論文の主結果は次である.

定理 1. 有限体 Fpにおいて pと異なる奇素数 qに対し,

G2
q =

(
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)
q =

{
q (q ≡ 1 (mod 4)),

−q (q ≡ −1 (mod 4))

となる.

定理 2. Cにおいて qを奇素数, ζ = e
2π

√
−1

q とする. このとき,

Gq =

{√
q (q ≡ 1 (mod 4)),

√
−q (q ≡ −1 (mod 4))

となる.

最後に, 今後の研究課題を 2点述べる. 1点は, 上記定理 1を定理 2のような形にするこ

と, すなわち, FpにおけるGqの値を決定することである. もう 1点は, Gauss和を任意の

自然数 nに対して拡張し, その値がどのようなものになるのかを考察することである. そ

のための準備として, Legendre記号の拡張である Jacobi記号についての性質から学びた

いと考える.
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